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よろしくお願いいたします。
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3、安全・安心・快適な暮らしを支える行政サービスの広域化

現状と課題

1、多くの公共施設は、整備してから30年以上が経過し、改修や更新が必要な時期を一斉に迎え、多額の改修、更新費用が必要となっています。
厳しい財政状況や人口減少が進む中で、施設の維持管理や更新、再編等の課題解決にあたっては、自治体単独での対応が困難なものや、効率的でないものについて、広域連携で措置を講じる必要もあります。

写真、奥多摩まち役場 庁舎（昭和40年建築、昭和59年増改築）（奥多摩まち）

2、西多摩地域は、さんかん部や、かがん段丘のハケなどには、急峻な地形を持った地域が多数存在し、土砂災害警戒区域等に指定されています。ソフト・ハード両面からの総合的な災害対策や、防災りょくの強化を図る必要があります。

3、公共交通機関である、JR青梅線・いつかいち線・はちこう線は、地域住民や事業者、観光客等にとって、重要な交通手段です。コロナか前に実施されたダイヤ改正による、運行本数の減びんからは一部改善されているものの、各路線の運行本数や、拝島駅等での電車の接続時間など、利便性向上が課題となっています。

4、西多摩地域の高齢化率は多摩地域内で最も高くなっています。
誰もが住みなれた地域で安心して暮らすためには、地域住民の生涯を通じた健康づくりに加え、切れ目のない保健医療体制の構築、介護サービス提供体制の充実など、地域包括ケアシステムの深化・推進が必要です。
また、西多摩地域において、広域的な医療介護連携を進めるとともに、DX化を推進することも重要となります。

写真、地域包括ケアシステム連携事業、「住民向け講演会」、（羽村市生涯学習センターゆとろぎ）

ひょう、西多摩の高齢化率
このひょうは、西多摩地域の高齢化率について、令和7年の統計データをまとめたものです。

基準となる東京都全体の市町村平均は、25.8%です。
これに対し、西多摩地域全体の平均は、30.9%となっており、東京都の平均を上回っています。

西多摩地域の各自治体の高齢化率
青梅市、32.3%
福生市、27.6%
羽村市、27.1%
あきる野市、30.6%
瑞穂まち、30.1%
日の出まち、36.6%
檜原村、53.6%
奥多摩まち、53.3%

西多摩地域の中でも特に、檜原村と奥多摩まちについては、高齢化率が50%を超えており、高い水準となっています。

このひょうは、東京都の、住民基本台帳による東京都の世帯と人口（令和7年）により作成
以上

これまでの主な取組
1、JR青梅線・いつかいち線・はちこう線の改善要望
2、地域包括ケアシステム連携事業（住民向け講演会の開催、在宅医療・介護ガイドブックの作成ほか）
3、圏内公立図書館の広域利用
4、消費生活相談の広域連携
以上
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広域連携の目標

大項目
共同事業を拡大して、住民サービスを向上させる

ちゅう項目
1、公共施設の相互利用や、再編、医療・保育・介護・公共交通などの公共サービスを可能な限り広域的に展開し、行政運営の効率化を進めるとともに、多様化する住民ニーズへ柔軟に対応する。
2、一自治体では解決が困難な、広域的な行政課題に連携して取り組むことで、安全・安心で、誰もが暮らしやすい地域づくりを推進する。
以上

広域行政圏の取組

エスディージーズの視点では、次の目標に取り組む。
目標1、貧困をなくそう
目標3、すべての人に健康と福祉を
目標6、安全な水とトイレを世界中に
目標9、産業と技術革新の基礎をつくろう
目標10、人や国の不平等をなくそう
目標11、住み続けられるまちづくりを
目標13、気候変動に具体的な対策を
目標17、パートナーシップで目標を達成しよう
以上

施策3の1、住民サービスを向上する
まる1、広域での共同事業・共同処理・委託・民間活用等の検討
まる2、AI・RPAなどの技術を活用したDXの推進

今後5年間の主な取組例
まる1の1、圏内図書館の広域利用を継続実施
まる1の2、消費生活相談の広域連携を継続実施
まる1の3、広域連携による効果的・効率的なサービス提供の検討
まる2の1、AI・RPAなどの活用による住民サービス、生活環境向上策の検討

施策3の2、公共施設の課題に取り組む
まる3、広域利用に向けた検討
まる4、施設の適正配置、複合化の研究

今後5年間の主な取組例
まる3の1、公共施設の広域利用、再編・集約、維持管理等の検討
まる4の1、大規模施設の共同整備に関する調査研究

施策3の3、公共交通の利便性を向上する
まる5、公共交通の強化に向けた検討
まる6、AI等を活用した交通手段の研究

今後5年間の主な取組例
まる5の1、公共交通の改善・利便性向上に向けた要望活動
まる6の1、コミュニティバスや、デマンド型交通の共同運行に関する調査研究
まる6の2、AI等の技術を活用した、交通手段の導入検討

施策3の4、医療介護ネットワークを構築する
まる7、地域包括ケアシステムの推進
まる8、広域医療介護ネットワークシステムの構築

今後5年間の主な取組例
まる7の1、住民向け講演会の継続実施
まる7の2、在宅医療・介護ガイドブックの継続作成
まる8の1、ICTによる地域医療介護等のネットワークシステムを検討

施策3の5、災害対策に取り組む
まる9、災害における広域連携体制の検討

今後5年間の主な取組例
まる9の1、災害時における広域連携による危機管理体制の検討

施策3の6、空き家等の利活用
まる10、空き家の利活用に向けた検討

今後5年間の主な取組例
まる10の1、空き家等を活用した広域的な地域活性化の検討
以上

ちゅう・長期的に取り組む検討課題
1、高齢者等の生活を支える広域連携の推進
2、在宅医療・介護連携の推進および、ACP（人生会議）の普及
以上
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構成市町村の取組

地方創生に関連する取組としては
1、結婚・出産・子育て支援（切れ目のない情報提供）
以上

連携・協調の取組（可能性の例示）としては
1、広域利用を進める公共施設等の利用促進
2、AI・RPA等を活用した、行政サービスの向上
3、子育て支援施設・高齢者福祉施設の相互利用の促進
4、空き家対策の検討
5、保健・医療・福祉の分野別連携の推進
6、公立病院の経営の安定化と、広域連携のための協議
以上

関連の深い基本的な施策（例示）としては
1、医療・健康管理の体制強化
2、社会福祉の充実
3、防災・防犯体制の強化
以上

5年間のロードマップ

施策3の1、住民サービスを向上する
[bookmark: _Hlk238714139]まる1の1、圏内図書館の広域利用を継続実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる1の2、消費生活相談の広域連携を継続実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる1の3、広域連携による効果的・効率的なサービス提供の検討については、令和8年度から令和12年度まで、毎年情報収集を行う。

まる2の1、AI・RPAなどの活用による、住民サービス、生活環境向上策の検討については、令和8年度から令和12年度まで、毎年情報収集を行う。

施策3の2、公共施設の課題に取り組む
まる3の1、公共施設の広域利用、再編・集約、維持管理等の検討については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる4の1、大規模施設の共同整備に関する調査研究については、令和8年度から令和12年度まで、毎年情報収集を行う。

施策3の3、公共交通の利便性を向上する
まる5の1、公共交通の改善・利便性向上に向けた要望活動については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

[bookmark: _Hlk238716576]まる6の1、コミュニティバスやデマンド型交通の共同運行に関する調査研究については、令和8年度から令和10年度まで情報収集、令和11年度と令和12年度に実施する。

まる6の2、AI等の技術を活用した、交通手段の導入検討については、令和8年度から令和10年度まで情報収集、令和11年度と令和12年度に実施する。

施策3の4、医療介護ネットワークを構築する
まる7の1、住民向け講演会の継続実施については、令和8年度から令和12年度まで、毎年実施する。

まる7の2、在宅医療・介護ガイドブックの継続作成については、令和8年度と令和9年度にデータ更新、令和10年度に冊子発行、令和11年度と令和12年度にデータ更新を行う。

まる8の1、ICTによる地域医療介護等のネットワークシステムを検討については、令和8年度から令和10年度まで情報収集、令和11年度と令和12年度に実施する。

施策3の5、災害対策に取り組む
まる9の1、災害時における広域連携による危機管理体制の検討については、令和8年度に情報収集、令和9年度に実施、令和10年度から令和12年度まで情報収集を行う。

施策3の6、空き家等の利活用
まる10の1、空き家等を活用した広域的な地域活性化の検討については、令和8年度と令和9年度に情報収集、令和10年度に実施、令和11年度と令和12年度に情報収集を行う。
以上
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西多摩地域の主な公共施設・インフラ等

青梅市、写真1、総合体育館
写真2、文化交流センター
写真3、永山公園総合運動じょう

福生市、写真1、中央図書館
写真2、市営競技じょう
写真3、防災食育センター

羽村市、写真1、郷土博物館
写真2、富士見公園
写真3、生涯学習センターゆとろぎ・図書館
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あきる野市、写真1、秋がわ流域、びょうじ・びょうごじ保育室
写真2、フレアいつかいち
写真3、秋がわキララホール

瑞穂まち、写真1、た世代交流センター、ミズカル
写真2、役場庁舎
写真3、瑞穂まち図書館

日の出まち、写真1、ひので野鳥の森自然公園
写真2、やまびこホール
写真3、しんしん障がい者地域活動支援センター、ユートピアサンホーム

檜原村、写真1、やすらぎの里
写真2、図書館
写真3、郷土資料館

奥多摩まち、写真1、福祉会館
写真2、奥多摩病院
写真3、とけはら山村広場運動公園
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西多摩地域の公共施設

1、羽村市動物公園（羽村市）

羽村市動物公園は、全国初の町営動物公園として、昭和53年に開園し、令和11年度に開園50周年を迎えます。
入園してすぐに、愛らしいレッサーパンダがお出迎え。コンパクトな園内で動物たちとの距離が近く、アットホームな雰囲気の中で、「ZOOデビュー」にも安心してお楽しみいただけます。
園内には、キリンやサーバルなどの人気動物をはじめ、飛び跳ねて歩く姿が愛らしいワオキツネザル、ダムづくりが得意なアメリカビーバーなど、個性豊かなどうぶつたちがお出迎え。モルモットとの優しいふれあい体験や、飼育スタッフと一緒に回るエサやりツアーでは、動物の生態を楽しく学べるため、小さなお子様連れのご家族にもおすすめです。

写真1および2、ZOOデビューも安心！どうぶつが近い羽村市動物公園
以上

　2、瑞穂まち、た世代交流センター、ミズカル（瑞穂まち）

　た世代交流センター、ミズカルは、令和7年5月に高齢者福祉センター、じゅらくを改修し、た世代交流の拠点としてリニューアルオープンしました。
「地域を耕す、みんなの居場所」をコンセプトとして、人と人とのつながりが創出される場になることを目指しています。1階にはパブリックスペースや音楽スタジオ・ダンススタジオがあります。2階には高齢者の自主グループ活動ができる、た目的しつがあります。また、ズンバやきんトレなどの健康講座や、親子で参加できる子育て応援講座も開催しており、老若男女で楽しめます。一番の魅力である「だんだんばたけ」は、指定管理者と住民が協働で運営するはたけです。季節ごとに様々な野菜を栽培し、収穫さいなどのイベントを開催して、た世代交流を図っています。

写真1、町内外問わず使用できるパブリックスペース
写真2、住民と協働で運営するだんだんばたけ
以上
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